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『 企 業 理 念 』

（DCT 150）
（Dream Come True 想いの実現）

われわれは人類社会向上のベースたる働きをするものである。

伝統の上に革新を
〜＂こだわり＂ と ＂お役立ち＂ の質と継続〜

『 経 営 基 本 方 針 』

2019年度（創業145周年へ）経営方針

『重点活動』
◇ 超需要家思考を徹底する
①需要家台帳の充実を図り、お役立ちポイントを絞り
込む
②メーカーからの願望価値を徹底追及する
③営業・SP・CSでお役立ち情報を共有する
④ PDCAのプロセスを公開して、知恵を出し合う

◇ トライアングル「本社－ TIT － STI」の
　 機能の充実
①国内・海外営業が差別化戦略の武器とする
②３現（現場・現実・現物）主義を軸に現地と交流す
る
③機能を前面に新規開発・新商材開発を行う
④進出している得意先の現地を知る

◇ 企業体質の改善
①営業利益率の改善
②時間の有効活用
③生産性の向上
④必要在庫への徹底

原点回帰今だから！

成功のセオリー
＂素直・プラス発想・学び＂キーワード

日本でいちばん
やり甲斐のある
会社にしよう

『お役立ち』を
最優先にする

三方よしで
３Hを追求しよう

☆ One’s own Happiness（自らの幸福）
☆ Family Happiness（家族の幸福）
☆ Company Happiness（会社の幸福）

（ H o p ）何を求められているのか
（Step）その為に何をするのか
（Jump）プロセスを公開して

ゴール明示する

発 行 所

「企業理念」われわれは人類社会向上のベースたる働きをするものである。

トキメキ委員会 （上田・谷・伊藤（美）・坂本・樋口（志）・榊原・宮下）
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「
令
和
」、
新
し
い
時
代
が
始
ま
り
ま
す
。
戦

後
の
高
度
成
長
期
と
は
大
き
く
異
な
り
、
国
内

人
口
縮
小
・
少
子
高
齢
化
、
日
本
の
相
対
的
パ

ワ
ー
の
低
下
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ブ
ロ
ッ
ク
化
、
と

い
う
逆
風
と
も
い
え
る
変
化
の
中
、
活
路
を
見

出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
と
な
り
ま
し

た
。

　

我
が
社
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
「
三
方

よ
し
」「
お
互
い
様
」「
社
員
第
一
主
義
」を
ベ
ー

ス
に
よ
り
「
お
客
様
に
え
ら
ば
れ
る
会
社
」
に

な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
含
む
２
年
間（
2
0
1
9
-2
0
2
0
）

を
、「
原
点
回
帰
」
を
テ
ー
マ
に
販
売
面
、
連

携
面
、
体
質
面
の
強
化
を
行
い
ま
す
。

　

超
需
要
家
思
考
に
て
、
販
売
の
原
点
に
戻
り

ま
す
。
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
連
携
を
強
化
す
る
こ

と
で
天
彦
の
強
み
を
伸
ば
し
ま
す
。

　

企
業
体
質
の
改
善
を
行
う
こ
と
で
、
社
内
外

か
ら
安
心
し
て
も
ら
え
る
会
社
と
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
創
業
1
5
0
周
年
を
迎
え
る
次
の

５
年
間
（
2
0
2
1
-2
0
2
5
）
で
大
き
な

飛
躍
を
遂
げ
ま
す
。

•
お
客
様
、
仕
入
先
様
の
進
む
道
・
ニ
ー
ズ
を

し
っ
か
り
掴
み
、
連
携
し
、
共
同
事
業
を
立

ち
上
げ
る
。

•
海
外
事
業
を
伸
ば
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
て
ん
ひ

こ
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築
く
。

•
B
C
P
を
ベ
ー
ス
に
永
続
で
き
る
企
業
体

制
（
高
い
回
転
率
、資
本
蓄
積
、バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
拠
点
）
を
作
り
上
げ
る
。

•
お
客
様
に
役
立
つ
、
そ
し
て
社
内
効
率
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
、
新
し
い
I
T
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
。

•
人
生
の
大
半
を
過
ご
す
こ
と
に
な
る
会
社

が
、
個
々
の
夢
の
実
現
、
成
長
で
き
る
場
と

な
る
。

　
「
い
つ
ま
で
も
働
き
た
い
会
社
」
と
な
る
こ

と
を
目
標
に
個
々
の
夢
と
、
会
社
の
夢
と
が
重

な
り
合
う
、
関
わ
る
み
ん
な
に
と
っ
て
の
「
夢

の
ツ
リ
ー
」
の
よ
う
な
存
在
に
な
る
会
社
作
り

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

取締役副社長

樋 口　威 彦

１
５
０
周
年
、１
６
０
周
年
に
向
け
て

�

夢
の
ツ
リ
ー
の
構
築

　

２
０
１
９
年
度
は
国
内
外
と
も
に
大
き
な
変

革
の
年
と
言
え
ま
す
。
我
が
社
を
取
り
巻
く
環

境
も
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
や
商
社
の
再
編
等
を
含
め

激
し
く
変
わ
り
ま
す
。

　

今
だ
か
ら
“
原
点
回
帰
”
を
し
な
け
れ
ば
成

り
ま
せ
ん
。

•
天
彦
産
業
が
今
ま
で
存
続
出
来
た
の
は
何

だ
っ
た
の
か
？

•
流
通
と
し
て
本
当
に
お
役
に
立
っ
て
い
る
の

か
？

•
自
ら
は
役
に
立
っ
て
い
る
の
か
？
必
要
と
さ

れ
て
い
る
の
か
？

•
管
理
職
は
部
下
の
成
長
を
自
ら
の
喜
び
ご
と

に
な
っ
て
い
る
の
か
？

　

こ
れ
ら
を
し
っ
か
り
顧
み
る
こ
と
で
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
ま
す
。

•
後
悔
の
な
い
選
択
が
で
き
る

•
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る

•
新
し
い
選
択
肢
を
作
る
こ
と
が
で
き
る

だ
か
ら
“
原
点
回
帰
”
は
永
続
の
条
件
と
も

思
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
は
創
業
１
４

５
周
年
で
東
京
五
輪
、
２
０
２
５
年
は
創
業

１
５
０
周
年
で
大
阪
・
関
西
万
博
の
年
で
す
。

不
思
議
な
縁
を
感
じ
ま
す
。
今
期
の
重
点
活

動
は
大
き
く
３
点
掲
げ
ま
し
た
。

•
超
需
要
家
思
考
を
徹
底
す
る

前
期
活
動
し
て
き
た
『
価
値
の
追
求
』
の
具

代表取締役社長

樋 口　友 夫

体
的
成
果
を
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
は
ど
の
方
向
に
向

か
う
の
か
？
そ
の
お
役
に
立
つ
た
め
に
我
々

は
お
客
様
に
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
を
徹
底

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
メ
ー
カ
ー
様
と

顧
客
戦
略
を
共
有
し
て
、
一
体
と
な
っ
て
超

需
要
家
思
考
を
徹
底
し
た
い
の
で
す
。

•
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
「
本
社
─
タ
イ
天
彦
─
上

海
天
彦
」
機
能
を
充
実

国
内
・
海
外
営
業
共
に
こ
の
機
能
を
差
別
化

戦
略
の
武
器
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
為
に
三
現
主
義
（
現
場
・
現
実
・
現
物
）

を
軸
に
積
極
的
に
現
地
と
交
流
し
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
ら
の
機
能
を
利
用
し
て
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
と
し
て
お
客
様
の
新
商
材
開
発
や
新
規

開
拓
を
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
海
外

進
出
を
し
て
い
る
お
客
様
の
現
地
に
出
向
き
、

お
役
立
ち
を
積
極
的
に
し
て
い
き
ま
す
。

•
企
業
体
質
の
改
善

経
営
の
安
定
は
回
転
率
の
安
定
に
あ
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
金
融
機

関
や
外
部
の
評
価
は
凡
そ
こ
こ
に
ポ
イ
ン
ト

を
置
い
て
い
ま
す
。
営
業
利
益
率
の
改
善
、

時
間
の
有
効
活
用
、
生
産
性
の
向
上
、
在
庫

の
回
転
率
の
Ｕ
Ｐ
と
課
題
は
幾
つ
も
有
り
ま

す
が
、
ど
れ
も
必
要
不
可
欠
な
テ
ー
マ
で
す
。

我
が
社
の
特
徴
は
お
互
い
様
経
営
（
大
家
族

的
経
営
）
で
社
長
一
人
で
は
何
も
出
来
ま
せ

ん
。
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
新
人
ま
で
経
営
に
参
加

し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
成
果
は
出
ま
せ
ん
。

役
に
立
っ
て
い
る
自
分
づ
く
り
、
必
要
と
さ

れ
る
自
分
づ
く
り
を
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
『
日
本
で
い
ち

ば
ん
や
り
甲
斐
の
あ
る
会
社
』
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

今
だ
か
ら“
原
点
回
帰
”
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■
2
0
1
9
年
度
方
針
を

　
2
0
1
9
戦
略
マ
ッ
プ
に
て
具
現
化
す
る

　

2
0
1
9
～
2
0
2
0
営
業
本
部
は
、
今

一
度
、
特
殊
鋼
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
材
流
通
と
し

て
基
本
価
値
を
追
求
し
、
お
客
様
の
役
に
立

ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
天
彦
流
通
価
値

提
供
に
よ
り
、
お
客
様
の
期
待
、
願
望
に
応

え
仕
事
を
創
造
し
、
お
客
様
指
名
を
受
け
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

営
業
本
部
と
し
て
、
有
益
な
情
報
提
供
、

提
案
営
業
が
弱
く
な
っ
て
い
ま
す
。
営
業
本

部
強
化
課
題
と
考
え
て
お
り
、
今
一
度
、
我

社
の
強
み
と
は
何
か
を
明
確
に
い
た
し
ま
し

た
。

◇
天
彦
の
機
能
、
強
み
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
の

　
再
確
認

・
使
用
用
途
、
要
求
特
性
に
対
し
て
の
適
材
鋼

種
の
選
定
・
目
利
き
が
で
き
る

・
そ
の
調
達
難
材
料
（
サ
ン
プ
ル
材
含
む
）
手

当
が
で
き
る
調
達
ル
ー
ト
が
あ
る

・
向
け
先
、
用
途
の
情
報
蓄
積
が
あ
る

・
中
小
企
業
な
が
ら
海
外
営
業
課
を
持
ち
40
年

専務取締役

杉原　信良

２
０
１
９
年
度　
営
業
本
部
長
の
考
察

以
上
に
わ
た
る
海
外
取
引
機
能
が
あ
る

・
タ
イ
、
中
国
に
海
外
法
人
を
持
っ
て
い
る

　

2
0
1
9
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
機
能
を
活
か

し
、
T
I
T
、
S
T
I
軸
に
中
台
A
S
I
A
、

A
S
E
A
N
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
あ
り
と
捉

え
て
ヒ
ト
モ
ノ
カ
ネ
を
投
入
し
ま
す
。
タ
イ

国
内
海
外
エ
リ
ア
で
鋼
材
調
達
力
、
次
工
程

加
工
付
加
、
海
外
拠
点
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
出
来

る
強
み
を
生
か
し
、
タ
イ
重
要
顧
客
へ
の
深

耕
営
業
、
S
V
投
入
に
よ
る
新
領
域
F
S
を

実
践
し
ま
す
。
日
本
的
適
材
鋼
種
目
利
き
切

り
口
で
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、

中
台
、
極
東
A
S
I
A
で
新
領
域
顧
客
、
商

い
を
獲
得
し
て
い
き
ま
す
。

　

超
顧
客
思
考
の
基
、
商
い
の
き
め
細
か
さ

を
高
め
る
後
方
支
援
を
致
し
ま
す
。
ベ
テ
ラ

ン
特
殊
鋼
営
業
マ
ン
の
暗
黙
知
、
切
り
口
、

段
取
り
手
順
を
O
J
T
で
共
有
す
る
考
え
で

す
。
ベ
テ
ラ
ン
営
業
支
援
か
ら
そ
の
考
え
方
、

営
業
進
め
方
の
質
を
高
め
た
く
考
え
て
い
ま

す
。
鋼
材
流
通
と
し
て
の
個
人
タ
ス
ク
を
高

め
る
技
術
を
営
業
担
当
同
一
視
線
で
活
動
致

し
ま
す
。

　

ま
た
、
2
0
1
9
営
業
本
部
は
、
超
需
要

家
思
考
の
基
、
需
要
創
造
に
取
組
み
お
客
様

か
ら
指
名
を
頂
け
ら
れ
る
よ
う
全
社
一
丸
と

な
り
取
り
組
み
、
経
営
企
画
部
、
C
S
セ
ン

タ
ー
、
営
業
本
部
と
三
位
一
体
と
な
り
業
務

効
率
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

2
0
1
9
年
、
鉄
鋼
業
界
の
大
き
な
動
き

の
あ
る
中
、
流
通
各
社
に
お
い
て
は
独
自
の

特
色
を
持
っ
て
存
在
価
値
を
示
し
選
ば
れ
る

企
業
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
状
況
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
下
で
、
経
営
企
画
部
、

C
S
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
方

を
尊
重
し
な
が
ら
も
前
例
に
捉
わ
れ
る
こ
と

な
く
、“
常
に
考
え
、
変
え
て
い
く
勇
気
を
持

つ
”
と
い
う
こ
と
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
、

業
務
効
率
の
更
な
る
向
上
に
取
り
組
み
、
安

心
し
て
取
引
し
て
も
ら
え
る
会
社
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
経
営
企
画
部
で
は
経
理
部

門
は
資
金
管
理
を
徹
底
し
資
金
の
効
率
的
運

用
を
行
い
、
ま
た
コ
ス
ト
管
理
の
徹
底
に
よ

る
固
定
費
を
制
御
す
る
こ
と
で
資
産
の
回
転

率
向
上
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。
経
営
戦
略

部
門
で
は
、
人
材
採
用
、
教
育
研
修
等
人
材

開
発
を
更
に
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
総
務
部

門
で
は
社
員
が
い
き
い
き
と
遣
り
甲
斐
を

持
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し

経営企画部 部長

脇本　裕正

２
０
１
９
年
経
営
企
画
部
・
Ｃ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
方
針

永
続
企
業
を
目
指
し
原
点
に
回
帰
す
る

て
い
き
ま
す
。
I
T
部
門
で
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
見
直
し
、
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
の
導
入
な
ど

に
よ
り
全
社
に
お
け
る
更
な
る
業
務
効
率
向

上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

C
S
セ
ン
タ
ー
で
は
生
産
性
の
向
上
に
つ

い
て
現
場
が
連
携
連
動
で
き
る
よ
う
、
各
自

の
役
割
を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
が
発
生
し
た
場
合
に
柔
軟
に
協
力
し
合
っ

て
生
産
効
率
を
最
大
限
に
上
げ
て
い
く
こ
と
、

生
産
状
況
の
見
え
る
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

各
部
門
で
本
来
あ
る
べ
き
業
務
を
徹
底
的

に
深
め
て
い
く
＝
原
点
回
帰
を
徹
底
し
て
い

き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
変
革
を

恐
れ
ず
、
新
し
い
こ
と
に
果
敢
に
挑
戦
し
て

い
く
こ
と
で
永
続
企
業
に
向
け
た
土
台
作
り

を
確
実
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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美味料理
３日間の旅



（5）　第68号� 平成31年４月25日て　ん　ひ　こ

鹿児島名湯と郷土2019年２月09日㈯
　〜２月11日㈪ ２泊３日

２／10

２／11

２／９

無双蔵・
無双庵

知覧特攻
平和会館旅館

ホテル霧島神宮黒酢の
郷桷志田

鹿児島
中央駅博多駅新大阪駅

鹿児島港桜島港鳥島
展望台ホテル 維新

ふるさと館 旅館熊襲亭

鹿児島
空港

伊丹空
港

仙巌園・
尚古集成館

バレルバレー
PRAHA ＆

GEN

豚しゃぶ
　 しゃぶ

鶏飯
桜島焼酎・かるかん

工場

日
　
程
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駅伝大会2019

雪山登山

　今まで何度か山を登った事はあるのです
が、雪山登山は人生初なもので、当日も降
雪の中という事で緊張と不安を抱えながら
追加防寒着・交換用手袋・カイロ・飲料食糧・
軍用ポンチョ等という重装備を用意して出
発しましたが、いざ登ってみるととても暑
い事に驚きました。
　途中で行くべきルートが閉鎖されており、
迂回先が階段レベルの急傾斜や先が平坦と思
わせつつ登りが延々続くというハードな登山

道を行く事になりましたが、途中で新雪を食
べつつ中と外からクールダウンしながら登れ
たので、むしろ夏よりも快適なんじゃないか
と思うぐらい快適で良かったです。
　山頂付近ではみな疲れが飛んだように活
き活きと良い表情をしているのが印象的でし
た。景色も綺麗で良い写真が撮れたのも良
かったですし、美味しい鴨鍋を鱈腹頂けて大
満足です。次回の夏登山が今から楽しみです。

　2019 年１月 13日、爽やかな冬晴れのもと、
第 72回大阪実業団駅伝が開催されました！
　毎年長居陸上競技場で開催されているこの大
会には、樋口威彦副社長筆頭に我が社の名だた
るスポーツマン／ウーマンたちが参加していま
す。そんな中、なぜか選手として初参加するこ
ととなった今年の駅伝大会ですが、例年よりも
気温が高く、かなり走りやすい条件だったと思
います。競技場の中だけでなく、沿道でも沢山
の人が応援してくださり、しんどい道のりを走
りきるパワーになりました！たった３キロ、さ
れど３キロ。甘く見ていた部分もあり、かなり
しんどい道のりでしたが、走り終わった後の達
成感と心地よい疲労感は忘れられません。この
機会に新たな趣味としてランニングをしてみた
いと思いました（^_^)/
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�頼りがいがあるで賞

�思いやりがあるで賞

�さわやかで賞

�ユニークで賞

�ハンパないで賞

脇本　裕正

榊原　千尋

花城　美姫

高田　伶佳

谷山　亮太

1 月度 小林　太郎

2 月度 西　　淳史

3 月度 貴瀬　裕之

4 月度 宮下　佳奈

5 月度 水田　誠二

6 月度 小林　太郎

7 月度 榊原　千尋

8 月度 坂本真市郎

9 月度 坂本真市郎

10 月度 小林　太郎

11 月度 谷山　亮太

12 月度 貴瀬　裕之

◎天彦賞 坂本真市郎

◎成長賞� 小林　太郎	 榊原　千尋	 永山　千愛

◎新人賞� 岩佐　南美

１ 天彦産業紹介DVD（社員第一主義）がジング製
作で全国発売されました。

２ テレビ大阪「こんな会社があったのか!?
常識破りの小さな巨人たち」放送

３

就業規則大幅改定しました。
産前特別有給休暇付与制度スタート（10 日間）
始業時間変更、土曜日休日増で年間 125 日になりました。
出産お祝い金規定大幅増額　
一子 20 万円、二子 30 万円　三子以降 50 万円

４ Ｔ君会社からの帰路かもめ大橋東詰めにて交通
事故に合う顔面骨折で大騒ぎ

５ 関西経済連合会より「輝く女性賞」を受賞いた
しました。

６

出産ラッシュの 1 年でした。
小林ＭＤ…長女（桜空　さら）

末永………次男（裕安　ゆうあん）

竹中………長女（美晴　みはる）

７ 台風 21 号による被害甚大でしたが、一致団結
して乗り越えました。

８ TIT（タイ天彦）設立 10 周年記念パーティ開催
（140 名）

９ 津根製高速丸鋸切断機導入

10 天晴カーニバル開催　今年のテーマ ＂世界＂ で
大いに盛り上がりました。

10 大 ニュース2018年
平成

30
年度

平成

30
年度

ベスト社員

★ なんでもランキング

年 間 賞

◆ 

20
年
勤
続

　

営
業
本
部
部
長　

�

小
林
　
計
正

◆ 

30
年
勤
続

　

Ｃ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
主
任�

宮
脇
　
　
勇

永年勤続

営
業
本
部　

国
内
営
業
課

�

課
長
　
川
野
　
葉
子

経
営
企
画
部　

経
理
課

�

課
長
　
水
田
　
誠
二

Ｃ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
工
場
長

�

課
長
　
濱
田
　
考
志

昇
格
人
事
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天晴れe-caféの紹介
社内行事、グルメ、マラソン、その他様々なジャンルについて、天彦社員
が発信しています！

で検索！

生年月日 1996 年 10月３日

血液型 AB型

趣　　味 旅行

休日の過ごし方 映画、買い物、近くの観光
地に行く

自分を動物に例えると
（理由も併せて教えてください）

ネコ：穏やかでマイペース
だから

幸せを感じる瞬間 美味しいものを食べている
時

特　　技 どこでも寝ることができる

自己紹介

村
むらとり

鳥　海
かい

飛
と

生年月日 1996 年６月 23日

血 液 型 ？（分からないです。）

趣　　味 刺繍、散歩、美術館に行く
こと、料理

休日の過ごし方
外に出るよりも家でまった
りすることの方が多いで
す。

自分を動物に例えると
（理由も併せて教えてください）

パンダ（よくおっとりして
いると言われるので。）

幸せを感じる瞬間 友達とご飯を食べていると
き。

特　　技 油絵、どこでも寝られます。

生年月日 1993 年３月 19日

血液型 O型

趣　　味 バスケットをすることやドラマを見る
ことです。

休日の過ごし方 アメリカのドラマを見ることや旅行す
ること

自分を動物に例えると
（理由も併せて教えてください）

狐です。狐のような優雅な生活様式が
好きです。そして、友達を作ることも
好きです。

幸せを感じる瞬間 達成感を感じている時です。

特　　技 ラップ、バスケ

石
いし

原
はら

万
ま

里
り

菜
な

藍
らん

　千
せん

翔
しょう

▶ http://blog.livedoor.jp/tenhikoappare/天晴 e-cafe

S e l f  i n t r o d u c t i o n 2 0 1 9新 入 社 員


